
 

排水設備計画確認申請チェックシート 

申請者氏名 

 

共通                          申請書提出前に確認すること （□にチェック（レ）を記入） 

□規定の様式の書類を使用している 

□記入及び押印漏れがない 

排水設備（新設・増設・改築）計画確認申請書 

□設置場所（地番）は正しく記入されている 

□建物面積、敷地面積が記入されている 

□工事区分は正しく記入されている（汲み取り便所、浄化槽の有無要確認） 

□工事期間は適切に記入されている 

□工事業者名、指定番号、責任技術者名、登録番号は正しく記入されている 

□貸付希望はあるか 

□井水・簡易水道の使用、減量メーターの設置はあるか 

公共・農村下水道使用（開始・休止・廃止・再開）届 

□メーター番号が正しく記入されている 

誓約書 

□正しく記入及び押印がされているか 

排水設備工事検査評定基準表 

□必要事項が正しく記入され、２部あるか 

排水設備工事設計図書 

□メーター番号が正しく記入されている 

□付近見取図が添付されている 

□汚水系統は赤書き、雨水系統は緑書き、既設部は破線で記入されている  

□排水設備の記号は適切に記入されている 

□管径や桝深さ等の数値、単位及び端数処理は適切か 

□管径、勾配、及び桝間距離は適切か  

□桝の種類と内径は適切か  

□合流区域の場合、雨水を公共汚水桝に接続している 

□営業用厨房がある場合、グリース阻集器を設置している  

□洗車施設がある場合、オイル阻集器を設置している □井水・簡易水道メーターの場所を正しく記入している 

その他 

□工事区分が浄化槽切換の場合、浄化槽使用廃止届を添付している 

□井水・簡易水道の使用がある場合、汚水排水量認定願を提出している 

□減量メーターがある場合、汚水排水量認定願（減量用）を提出している 

□貸付を希望する場合、排水設備工事設計図書に貸付金額を記入し、必要な書類を提出している 

□阻集器、除害施設、ビルピット等を設置する場合、仕様書等必要な書類を添付している 

□グリース阻集器又はオイル阻集器を設置する場合、容量計算書と図面を添付している 

□仮設トイレを使用する場合、公共下水道一時使用開始届を提出している 

□雨水排水協議（協議先：建設課）は済んでいる 

□汚水大量排水協議（協議先：建設課）は済んでいる 

□特定事業場に関する協議（協議先：水処理課）は済んでいる 

 
以上の通り確認しました  年  月  日 工事業者名             責任技術者名                          

設置場所            


